
  

■
白
旗
小
児
童
が
図
書
室
を
見
学

　
11
月
14
日
（
木
）
白
旗
小
学
校
（
原
田

加
代
子
校
長
）
の
2
年
生
15
人
が
図
書
室

見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。
図
書
室
職
員
に
よ

る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
後
、
児
童
か
ら
、

図
書
室
の
蔵
書
数
や
仕
事
の
内
容
、
お
す

す
め
の
本
は
何
か
な
ど
の
質
問
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
図
書
室
へ
の
関
心
の
高
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
書
棚
を
見
て
ま
わ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
見
が
あ
っ
た
よ
う
で

し
た
。
福
岡
蒼あ

お
い唯

さ
ん
（
芝
原
区
）
は
、

「
読
み
聞
か
せ
が
楽
し
か
っ
た
し
、
面
白

い
本
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
感
想

を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
さ

ら
に
本
に
親
し
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

■
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
に
つ
い
て

　

図
書
室
で
は
、
毎
月
第
２
木
曜
日
に

「
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
手

袋
人
形
、
手
遊
び
う
た
な
ど
楽
し
い
内
容

で
す
。
子
育
て
中
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
子
ど

も
た
ち
と
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
１
月
９
日
（
木
）　
午
前
10
時
30
分
～

●
会
場

　
お
は
な
し
の
へ
や
（
甲
佐
町
生
涯
学
習

　
セ
ン
タ
ー
・
図
書
室
内
）

江戸吉原の小さな地本問屋からスタート
し、先見の明とべらぼうな熱量で、大衆
文学や絵画をカルチャービジネスへと昇
華させた蔦屋重三郎。喜多川歌麿、東洲
斎写楽らを見出した江戸のメディア王の、
波乱万丈な人生を解き明かす一冊です。

40 歳のこたつ記事ライター・猪名川健人
は、とある零細婚活会社の紹介記事を引
き受ける。地味な婚活パーティーに現れ
たのは、驚異のカップル成立率を誇る伝
説の司会者・鏡原奈緒子だった…。「成瀬
シリーズ」の著者が送る痛快な物語です。

電卓の M ＋ボタンの使い方は？クリア
ファイルの三角の切り込みは何？キッチ
ンばさみのギザギザは何に使う？日々の
暮らしから防災、アウトドアまで、知っ
ているようで知らない、道具の正しい使
い方を伝授。すぐに役立つ一冊です

豊臣秀吉の公私に亘る大事業を縁の下で
支え、五奉行と呼ばれるようになった男
たち。石田三成、増田長盛、浅野長政、
長束正家、前田玄以は、力を合わせて難
事に立ち向かう。命と矜持を賭けた任務
への挑戦。読み応えのある一冊です。

紛争、暴力から逃れるため、人間らしい
生活をするため、命がけで海を渡って逃
げてくる人たち。その中には妊婦や乳飲
み子を抱えた母親もいる…。地中海の難
民救助船にて活動する、ただ一人の日本
人助産師のリアルな手記です。

小説 一般書

架空犯
　東野 圭吾 著／幻冬舎

これ１冊でわかる！蔦屋重三郎と江戸文化
　伊藤 賀一 著／ Gakken

婚活マエストロ
　宮島 未奈 著／文藝春秋

五葉のまつり
　今村 翔吾 著／新潮社

アレの正しい使い方図鑑　
　東京トリセツ研究会 編／山と渓谷社

船上の助産師　　　　　　　
小島 毬奈 著／ほんの木

新着図書紹介

町生涯学習センター・図書室

☎ 096-234-2447（内線331）

■開館時間　午前９時～午後５時

■休館日　　毎週火曜
　　　　　　年末年始

■貸出冊数　１人５冊まで

■貸出期間　15日間

燃え落ちた屋敷から見つかったのは、都
議会議員と元女優夫婦の遺体だった。華
やかな人生を送ってきた二人に何が起き
たのか…。物語に引き込まれ、複雑な人
間模様に感情が揺さぶられる一冊。「白
鳥とコウモリ」シリーズ第 2 弾です。

図
書
室

行
こ
う

へ

▲図書室を見学する白旗小児童たち

◀
熊
本
南
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
中
に

　

建
立
さ
れ
て
い
る
太
平
観
音
堂
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■
第
75
回
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究

　
大
会
が
開
催

　

11
月
30
日
（
土
）・
12
月
1
日
（
日
）、

「
第
75
回
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
は
教
職
員
、

行
政
職
員
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、「
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学

び
、
生
活
を
高
め
、
未
来
を
保
障
す
る
教
育

を
確
立
し
よ
う
」
～
部
落
問
題
を
解
決
し
、

人
権
文
化
の
創
造
を
は
か
る
た
め
に
、
同
和

教
育
の
充
実
と
発
展
を
と
お
し
て
人
権
教

育
・
人
権
啓
発
を
構
築
し
て
い
こ
う
～
と
い

う
テ
ー
マ
で
開
催
。
全
体
会
は
熊
本
市
民
会

館
シ
ア
ー
ズ
ホ
ー
ム
夢
ホ
ー
ル
で
開
会
行
事
、

基
調
提
案
、
地
元
特
別
報
告
が
行
わ
れ
、
分

科
会
は
3
つ
の
県
（
熊
本
県
、
福
岡
県
、
鹿

児
島
県
）
で
、
学
校
教
育
部
会
（
16
分
散

会
）、
社
会
教
育
部
会
（
4
分
散
会
）、
特
別

部
会
に
分
か
れ
研
究
・
実
践
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
「
特
別
部
会
」
の
特
別
分
科
会
で
は
、「
結

集
し
よ
う
に
ん
げ
ん
の
光
!
信
じ
よ
う
人
の

世
の
熱
!
～
で
あ
う 
つ
な
が
る
『
ひ
と 

な

か
ま 

ま
ち
』
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
部
落
問

題
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い

て
の
4
つ
の
講
座
が
開
設
。
第
1
講
座
で
は
、

講
師
の
公
益
社
団
法
人
全
国
人
権
教
育
研
究

協
議
会
代
表
理
事
の
戸
田
雅
威
さ
ん
が「『
わ

た
し
と
同
和
教
育
』
～
71
年
め
の
全
人
教
に

寄
せ
て
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
今

で
も
心
に
残
っ
て
い
る
教
員
時
代
に
出
会
っ

た
子
ど
も
た
ち
に
か
け
ら
れ
た
言
葉
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
、
長
年
勤
め
て
お
ら
れ
る
地
元
県
人

教
代
表
理
事
や
全
人
教
代
表
理
事
な
ど
で
の

取
り
組
み
な
ど
を
詳
し
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
講
座
で
も
、
満
州
移
民
と
し
て

中
国
に
渡
っ
た
来
民
開
拓
団
の
隠
さ
れ
た

「
真
相
」
に
つ
い
て
知
り
学
ぶ
講
座
や
人
権

劇
団
「
光
座
」
に
よ
る
部
落
差
別
（
同
和
問

題
）
を
テ
ー
マ
に
し
た
演
劇
「
ひ
と
つ
だ

け
」、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ガ
ザ
で
起
き
て
い
る

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
悲
惨
な
現
状
を
伝
え
考
え

る
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
の
人
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
「
水
平
の
よ
き
日
」
を

目
指
し
考
え
る
良
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
4
４
７

　
（
内
線
３
２
７
）

人
権 

～
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
～

部
落
差
別
な
ど
の
人
権
問
題
の
解
決
を
目
指
し
て

　南三箇の大平観音は、熊本南カントリークラブ ( ゴ
ルフ場 ) の中にあります。ゴルフ場の一角に、こんも
りとした神木と共に三基の石碑が並んでいます。その
一 つ の 石 室 に は、 嘉 永2年 (1850年 ) に 建 立 さ れ た
十一面観音が祀られています。
　この大平観音の横には、水を湛

たた
えた大平堤があります。

この堤は、江戸時代末期の三賀村 ( 現在の南三箇 ) で、
重い年貢に苦しみながらもそれを乗り越えた村人たち
の歴史そのものなのです。
　当時の三賀村は湿田や白

し ら ま つ ち
真土の畑、そして高すぎる

村高が原因で年貢を払えず、荒れ地が増えていました。
村人たちは水田改良や畑の水田化を試みましたが、堤
の決壊や借財の重圧に苦しみました。最終的に堤を再
建し、段々畑を棚田に変えることで村の再生を図りま
したが、借金返済に四十四年を要しました。
　それでも村は立ち直り、村人の喜びは大変なもので
した。この年の秋、収穫を感謝すると共に再び決壊し

ないようにと堤防上に建立されたのが、この大平十一
面観音です。その後も昭和や平成に至るまで改修が続
けられました。南三箇の歴史と重なるのが大平堤であり、
大平観音堂です。
　なお、現在大平観音堂と大平堤は熊本南カントリー
クラブ内にあり、飛んできたゴルフボールによるケガ
などの危険がありますので、見学はご遠慮ください。

「南三箇の太平観音堂と大平堤」文 化 財 探 訪

◀
熊
本
南
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
中
に

　

建
立
さ
れ
て
い
る
太
平
観
音
堂

お問い合わせ先　　町社会教育課　　☎ 096-234-2447（内線324）

町文化財保護委員　赤星 眞照（有安区）

～第125回～
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